
 

 

平成 26 年７月 30 日 

各    位 

会 社 名  美 樹 工 業 株 式 会 社 

代 表 者 名 代 表 取 締 役 社 長  中田  純夫 

 (ＪＡＳＤＡＱ コード番号：1718) 

問 合 せ 先 取締役管理本部長  魚澤  誠治 

  T E L  0 7 9 - 2 8 1 - 5 1 5 1（代表） 

 

業績予想と実績値の差異に関するお知らせ 
 

平成 26 年 2 月 13 日に公表いたしました平成 26 年 12 月期第２四半期累計期間連結業績予想及び平成 26 年 12 月期第２四

半期個別業績予想と本日公表の実績値との差異について、下記の通りお知らせいたします。 

 

記 

 

１．平成 26 年 12 月期第２四半期業績予想と実績値との差異 

(1) 連結業績予想値と実績値との差異（平成 26 年 1 月 1 日～平成 26 年６月 30 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株 当 たり 
四半期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 14,500 500 470 230 21.03 

今回実績（Ｂ） 14,853 535 499 328 30.07 

増減額（Ｂ－Ａ） 353 35 29 98 － 

増減率（%） 2.4 7.1 6.3 43.0 － 

（ご参考）前第２四半期実績 
（平成 25 年 12 月期第２四半期） 

12,967 446 429 214 19.58 

 

(2) 個別業績予想値と実績値との差異（平成 26 年 1 月 1 日～平成 26 年６月 30 日） 

 売上高 経常利益 四半期純利益 
１株 当 たり 
四半期純利益 

 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 6,800 380 220 20.11 

今回実績（Ｂ） 7,446 540 335 30.65 

増減額（Ｂ－Ａ） 646 160 115 － 

増減率（%） 9.5 42.2 52.4 － 

（ご参考）前第２四半期実績 
（平成 25 年 12 月期第２四半期） 

5,547 294 170 15.59 

 

２．差異の理由 

（連結） 

売上高につきましては、連結子会社であるセキスイハイム山陽株式会社において消費税増税後の反動による影響

等から、前年同期と比較して戸建住宅の受注棟数及び引渡棟数が減少したことにより、住宅事業セグメントにおい

て売上高が減少したものの、当社の建設工事及び設備工事、並びに連結子会社である三樹エンジニアリング株式会

社の設備工事において大型工事の完成があったこと等から、前回予想に比べ微増の 14,853 百万円となりました。 

利益につきましては、売上高の増加に伴い営業利益は前回予想比 7.1％増の 535 百万円、経常利益は前回予想比

6.3％増の 499 百万円となりました。また、特別利益 30 百万円、特別損失 18 百万円及び法人税等 201 百万円等を

加減した結果、四半期純利益は前回予想比 43.0％増の 328 百万円となりました。 

 

（個別） 

売上高につきましては、建設工事及び設備工事において大型工事の完成があったこと等から、前回予想比 9.5％

増の 7,446 百万円となりました。 

利益につきましては、建設資材価格の高騰や人手不足による労務費の高騰等から原価率が上昇したものの、売上

高増加の影響から、経常利益は前回予想比 42.2％増の 540 百万円となりました。また、特別利益 2 百万円、特別

損失 1 百万円及び法人税等 206 百万円を加減した結果、四半期純利益は前回予想比 52.4％増の 335 百万円となり

ました。 

 

以 上 


